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　皆さん、こんにちは！

　目の不自由な方に角膜の提供を、と言う事で本日

は森先生に来て頂き、アイバンクの話をお聞きした

いと思います。

　角膜とは、眼球にいちばん外側にある透明な膜の

事でこの角膜が病気やケガで濁ったりすると光りを

通すことが出来なくなり視力が著しく低下する。

　角膜移植とは、この濁った角膜を善意のドナーか

ら提供された透明な角膜を取り替える手術で、一番

簡単な臓器移植です。

　アメリカでは、年間４５０００例以上。ほとんど

が外来手術で、角膜には他の臓器移植の時に必ず壁

となる拒絶反応が少なく、臓器移植の中で最も数多

く行われている移植手術となっています。

　日本で一年間の角膜移植数は、１５００件と言う

事です。

　日本では、年５万人の人が角膜手術を待っていま

す。それなのに、１５００個しか供給されていない

現状です。

　目の不自由な患者さんが、電話の前で３年、４年

もひたすら手術の順番を待っています。日本は世界

最高とも言える移植技術を持っているのに、是非、

私達ロータリアンで一つでも多くの角膜を提供しよ

うではありませんか。２５７０地区の中でも、クラ

ブ会員の８割以上の角膜提供者がいるクラブもある

ようです。

　私達が死んでからも、価値のある男になれるチャ

ンスです。

　私の家の隣の小林時計屋さんのご主人が亡くなっ

た時、角膜を提供しましたが、３０分位席をはずし

ておる間に角膜を摘出していきました。家族の間に

も何も無かったかのように、時間が過ぎていったの

を思いだします。その後、義眼になっていますが、

目を閉じていますので何の変化も無く、角膜の提供

が出来たようです。

　是非当クラブの皆様に、角膜の提供をお願い致し

ます。
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ニコニコボックスニコニコボックス
★熊谷西ＲＣ　山本幸雄会長…本日、地区社会奉

　仕アイバンク担当、森パスト会長とお伺いしま

　した。宜しくお願い致します。

★小池利昌会長…11月12日、ウォーク出席ありが

　とうございました。

　森先生、卓話ありがとうございます。

★古沢勇治幹事…先日のウォーキング、ご参加あ

　りがとうございました。

　森先生、卓話宜しくお願いします。

★内山会員…ウォーキングで皆様ご苦労様です。

　私はブギン前の交通係りでした。小池会長の奥

　様よりポカリスの差し入れありがとうございま

　した。

★永島会員…11月12日、歴史とロマンのウォーク

　寒い寒い早朝より担当各位ご苦労様でした。

★大野会員…森様、卓話ありがとうございます。

　お蔭様で明大マンドリンチケット完売となりま

　した。ありがとうございます。

★大谷会員…欠席（ウォーキング）して申し訳あ

　りません。

★小椋会員…３クラブ合同ウォーキングご協力あ

　りがとうございました。無事終了する事が出来

　ました。

★小島会員…結婚記念にあたり、花束ありがとう

　ございました。12月23日、クリスマス例会期待

　して下さい。

★小林会員…森先生、卓話ありがとうございます。

　先日ウォーキングで10キロ完歩致しました。

★小山会員…歩け歩け大会、お世話様になりまし

　た。６キロコースを歩きました。街の中は車で

　走るだけなので、楽しく歩く事が出来ました。

　結婚して47年、何とか離婚せずに頑張っており

　ます。お互いに、空気のような存在になる事を

　願って。

★坂本会員…小椋ちゃん、３クラブウォーキング

　お疲れ様でした。年後半、ゆっくりお休み下さ

　い。

★佐藤会員…森様、アイバンクに付いての卓話、

　ご苦労様です。

★清水治雄…申し訳ありません。早退させて頂き

　ます。

★鈴木貴大会員…お久しぶりでスイマセン。

★中島会員…我が寺の地鎮祭と重なった為、古代

　ウォークに参加協力する事が出来ず申し訳あり

　ませんでした。

★諸貫会員…森腎アイバンク地区委員様、卓話、

　ご苦労様です。

★渡辺会員…森弘一様、おいで頂きありがとうご

　ざいました。感謝致します。

★植田会員、小澤会員、黒渕会員、鈴木康夫会員

　宮内会員

合計￥４４０００

　人間は外部からの情報の80％以上を、目から取り

入れていると言われており、その視力を失うという

ことは非常に悲しい出来事であります。

　現在、全国で視力障害により目が見えないで苦し

んでいる人が、約40万人いるといわれております。

　しかし、そのうちの５万人の視覚障害者が、角膜

移植により視力の回復を望める状態にあるのです。

　角膜の感染症、外傷や他の疾患で角膜の混濁、変

形、その他により角膜のみの障害で視力を失ってい

る方が多くおられます。

　このような方にこそ、角膜移植が非常に有効であ

り、それによって明るい光を取り戻すことが出来る

のです。

　しかし、そんな素晴らしい角膜移植でも、角膜が

なければ成り立ちません。臓器移植医療では、移植

する臓器がなければ、どんなに患者が手術を待ち望

んでも、また手術を的確に行うことの出来る技術を

持った医師がいても、移植手術を行うことが出来な

いからです。

　アイバンクの活動とは一言で言いますと、そのよ

うな角膜移植を必要とする人と、ドナー（角膜を提

供する人）との仲立ちをするという、大変有意義な

事業です。

　このことを我々ロータリアンが深く理解し、さら

に一般の方々をも啓蒙し、一人でも多くの眼球提供

者を増やして行ければ、視覚障害者の方の『光を取

り戻す』という夢への大きな手助けになり、愛の光

という素晴らしい社会奉仕につながると考えており

ます。

地区社会奉仕委員（アイバンク担当）
　　　　　　　熊谷西ＲＣ　森 弘一 様

卓　話


